
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 計画

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果

●学力の向上

○生徒が主体的に学習に取り組む授業
づくりと、望ましい学習習慣を育む学習
基盤づくり

○話し合う活動や書く活動を「積極的に
取り組んだ」について肯定的な回答をし
た生徒の割合80％以上

・週４回のスキルタイムで基礎的・基本的
な知識を定着させる問うドリル学習を行
う。
・一人一台タブレットの活用、学び合い、
「授業づくりのステップ１・２・３」などの実
践を共有し、授業力を高めていく取組を
行う。

A

・話し合う活動や書く活動を「積極的に取り組
んだ」について肯定的な回答をした生徒の割
合90%を達成できた。
・スキルタイムを１年間実施し、基礎学力の底
上げを図った。生徒は立腰や粘り強く学習に
取り組むことができた。

●自他の生命を尊重する心、他者への
思いやりや社会性、倫理観や正義感、感
動する心など、豊かな心を身に付ける教
育活動

○「道徳の授業を通じて、心豊かに成長
できている」について肯定的な回答をし
た生徒の割合80％以上

・生徒が人権や命の大切さを認識するた
めに、全職員による道徳授業や人権集
会などを実施する。
・学習の成果を共有する場として、文化
発表会にて学年ごとの「生き方」体験学
習を行う。

B

・「道徳の授業を通じて、自分の考えが深まっ
たり新しい発見があったりといった成長ができ
ている」について、９割以上の生徒が肯定的な
回答をしている。
・全教員をあげてのローテーション道徳に加
え、校内の様々な教員を講師とした、月に一度
の人権集会にも取り組むことができた。

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○「『いじめ防止基本方針』に基づいて、
対策に取り組んでいる」について肯定的
な回答をした教師の割合80％以上

・生活アンケートや定期教育相談を活用
し、いじめや問題行動の早期発見・早期
解決に努める。

A

・「『いじめ防止基本方針』に基づいて、対策に
取り組んでいる」について肯定的な回答をした
教師の割合92％であった。
・「『いじめ防止基本方針』に基づいて、対策に
取り組んでいる」について肯定的な回答をした
教師の割合９２％であった。

◎キャリア教育を通した「将来の自分像
及び目標」の明確化

◎「自分の進路実現に向けて努力してい
る」に肯定的な回答をした生徒の割合
75％以上

・キャリア教育の一環として「職場体験」
や「職業人に学ぶ」「先輩（高校生）に学
ぶ」を実施し、高校で活躍する卒業生や
夢をもって人生を切り拓いている社会人
から学ぶ機会をつくる。 A

・２年生で職場体験活動を行い、仕事に対する
責任の重さと、役割を果たした時の喜びを経験
することができた。
・立志式では、将来の夢や目標を考え決意文
を保護者の前で発表した。
・「先輩に学ぶ」では、高校生から進路決定ま
での流れと高校生活に触れ、具体的な目標づ
くりに向けての一助となった。

❸「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

❹「安全に関する資質・能力の育成」

❸健康の大切さを理解し、食生活に気を
つけるようにしていると肯定的に答えた
生徒の割合80％以上

❹児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にす
る。

・家庭科・学級活動・総合的な学習などを
通して、食生活やその課題への理解を深
め、自ら解決していこうとする態度を養
う。
 
・毎日の登下校指導や、交通安全教室で

B

・「健康の大切さを理解し、食生活に気をつけ
るようにしてる」について肯定的に答えた生徒
は、92％であったが、苦手な料理を残す生徒も
多く実践につながっていない。
・児童生徒が加害となる事故は0件であったが
被害となる交通事故は3件発生した。また、交

○体育活動や部活動を通して、体力の
向上を図る。

○「体育活動や部活動に熱心に取り組
み、体力が向上したと思う」について肯定
的に答えた生徒の割合80％以上

・生徒の心身の発達段階を考慮した体育
活動や部活動指導の効率化を図りなが
ら、効果的な部活動の運営を行う。

A

・「体育活動や部活動に熱心に取り組み、体力
が向上したと思う」について肯定的に答えた生
徒の割合は87％であった。
・職員も生徒の心身の発達段階を考慮した体
育活動や部活動の運営を行うことができた。
・「体育活動や部活動に熱心に取り組み、体力
が向上したと思う」について肯定的に答えた生
徒の割合が８７％目標数値を超える結果となっ
た。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の更なる推進。
○ワークアンドライフバランスを実現する
ために、教職員が自己管理の中のタイム
マネジメントに関わる資質・能力を向上さ
せる。

●衛生・健康管理委員会を年2回以上実
施する。
○ 教育者として、身体的健康及び精神
的健康に留意しながら１年を過ごしたと
答える職員90％以上。

・衛生・健康管理委員会を複数回開催
し、業務効率化の具体的方策及び職員
のタイムマネジメント意識向上の進捗状
況等について話し合う。
・校務分掌間等の連携や情報の共有を
図り、業務効率化の取組を組織で実践す
る。

A

・学校評価アンケートの質問「校務分掌等で他
の教師との連携や情報の共有を図るなど、業
務効率化に取り組んでいる。退勤時間の目安
を意識するなど、時間外勤務時間の削減を心
がけている」に対して肯定的な回答をした職員
は、100％であった。
・今後は、会議資料のペーパーレス化の徹底
や時間割の改善等の取り組みを通して、生徒
とふれあう時間の更なる増加を行う。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果

○機能する生徒指導体制
の充実

○生徒指導部を中心とした提案や連絡
体制による組織で動く生徒指導体制の
確立

○「生徒の話に耳を傾け、学年や周りの
職員と連携して、生徒の心配事に対応し
ようと努力している」について肯定的な回
答をした教師の割合80％以上

・生徒指導部会の運営を充実させること
で情報を共有する。
・職員研修等で職員のスキルアップを図
り、問題行動の早期対応、未然防止に努
める。

A

・「生徒の話に耳を傾け、学年や周りの職員と
連携して、生徒の心配事に対応しようと努力し
ている」について肯定的な回答をした教師の割
合92％だった。
・いじめ防止や自死予防に関する職員研修を
２回実施した。

○特別支援教育の充実

○全職員で対応する体制づくりと支援を
要する生徒の指導や支援の方法の共有
化

○「支援を要する生徒に対して配慮しな
がら指導し、情報共有することができた」
について肯定的な回答をした教師の割
合80％以上

・支援を要する生徒の把握や理解につい
て、生徒指導協議会や特別支援教育部
会を活用した情報交換を確実に行う。

A

・支援を要する生徒について、生徒指導協議
会や教育相談部会、状況に応じて特別支援学
級の学級担任と情報交換を行った。また、学校
生活支援委員の記録をもとに担任の先生方と
支援について情報交換を行った。
・生徒の支援に関する肯定的な回答をした教
師の割合が92％であった。

○教育相談の充実

○生徒の変化の早期発見と全職員で対
応する支援体制づくり

○「相談事があったとき、先生たちは、あ
なたの話を聞いてくれている」について
肯定的に答えた生徒の割合80％以上

・生徒の変化を早期に発見するために、
毎月行うアンケート「自分と話そう」や定
期教育相談を有効に活用する。
・ＧＲ等を活用し、学年を超えた教師間の
情報共有や、SCやSSW、サポート相談員
との連携を確実に行う。 A

・「相談事があったとき、先生たちは、あなたの
話を聞いてくれると思う」に対して、「よくあては
まる・だいたいあてはまる」との生徒の回答が
約88％であった。定期教育相談や「生活アン
ケート」だけでなく、日々の生徒の心の変化に
気づき、チームで対応することが出来たことの
効果だと思われる。
・教育相談部会をはじめ、日頃の報告・連絡・
相談をチームで行い、生徒の心の不安定さに
気づき、早めに対応することができた。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

最終評価

佐賀市立諸富中学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

①授業力向上と「望ましい学習習慣を育む学習基盤づくり」を柱として、主体的に学習に取り組む生徒の育成を目指す。

②自他を大切にする心と個の自律・自立を育てる生徒指導体制づくり及び道徳教育の充実を図る。

③特別支援教育や教育相談の充実を図る。

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学年担当全員で実施した道徳教育や、全職員で情報共有し対応した生徒指導については、生徒や保護者による取組についてのアンケートの肯定的な回答が９割前後となっている。来年度も引き続き全
職員による取組を推進する。
・教育相談の充実については、教育相談部会を中心とした全職員による対応とカウンセラーや支援員との密な連携を図ったことで、不登校生徒数が昨年度より減少するなどの成果を得ることができた。引き
続き来年度も重点目標として取り組みたい。
・生徒アンケート、保護者アンケート、学校関係者アンケート共に本校の教育活動に対する評価は好意的であった。全職員で指導法の工夫・改善に取り組むことを通して、授業力の向上を図った。この点
は、次年度も継続し更に発展させたい。
・不登校生徒への対応では、数値的に若干の改善が見られた。外部機関とも連携して卒業後の進路実現にも力を注ぐことができた。次年度も引き続き不登校対策に力を入れて取り組みたい。
・「地域の学校」の観点からも、学校と地域が共に健やかな生徒の育成に向かえるよう問題点を整理し、取り組みの柱を明確にして、今後の教育活動の指標を立てるよう本結果を生かしていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

最終評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力の向上については、校内研修部を主体とした全職員による取組を実践した。生徒の学習へ向かう態度や学習状況調査結果等に成果が表れつつある。今年度の課題を踏まえながら来年度も取組を継続したい。

・学年担当全員で実施した道徳教育や、全職員で情報共有し対応した生徒指導については、生徒や保護者による取組についてのアンケートの肯定的な回答が9割前後となっている。来年度も引き続き全職員による取組を推進す

る。

・教育相談の充実については、教育相談部会を中心とした全職員による対応とカウンセラーや支援員との密な連携を図ったことで、不登校生徒数が昨年度より減少するなどの成果を得ることができた。引き続き来年度も重点目

標として取り組みたい。

２　学校教育目標 「創り 、つなぐ」～夢・絆・伝統～　夢をつくる　絆をつくる　伝統をつくる

３　本年度の重点目標

学校名


